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Ａ．研究目的 

 20 歳未満で飲酒を開始することは、開

始時点の健康や学業成績に影響を及ぼすだ

けでなく、将来にわたる健康リスクを高め

ることが知られている[1] 。日本では「健康

日本 21（第三次）」において、「20歳未満

の者の飲酒をなくす」ことが目標として掲

げられ、中学生・高校生の「飲酒者の割合 

0％」が具体的な目標値として設定されてい

る。一方、高校卒業後から 20歳を迎えるま

での者については、健康日本 21（第三次）

において対象として言及されているものの、

背景 ：高校卒業後から 20歳を迎えるまでの者については、健康日本 21 （第三次）におい

て対象として言及されているものの、飲酒行動の実態は把握されていない。本研究は、

18～20 歳を対象に含む既存調査を用いて、18～24歳の年齢別飲酒行動を記述することを

目的に実施した。 

方法：娯楽と生活習慣に関する調査（2019年 4月実施、18～24歳対象、訪問面接調査）

のデータを用いて本研究を実施した。本調査は、10政令指定都市（札幌市、仙台市、さ

いたま市、千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、名古屋市、大阪市、福岡市）および東京

23区の 220地域に居住する 18～24歳の個人を対象とし実施された。飲酒頻度と飲酒量、

一時多量飲酒に関する質問が含まれており、過去 1 年間飲酒、一時多量飲酒、リスク飲

酒の割合を算出した。 

結果：1,743人を解析対象とした。18歳、19歳における各指標の割合は、過去 1年飲酒

18歳 11.1%、19 歳 23.2%、一時多量飲酒 18歳 0.4%、19歳 2.5%、リスク飲酒 18歳 0.4%、

19歳 1.2%であった。 

結論：一時多量飲酒、リスク飲酒は 18 歳、19 歳の飲酒者は 5%に満たない値であるが、

過去 1年飲酒は、18 歳で 10%、19歳で 20%を超えており、高校卒業後 20歳を超えるまで

の期間に飲酒をする機会があると考えられた。高校の卒業前、大学や専門学校等各種学

校の入学後、職場への入職後、といった機会に、20歳未満での飲酒防止教育、情報提供

が望まれる。 



飲酒行動の実態については把握されていな

いのが現状である。喫煙については、国民生

活基礎調査（大規模調査年）において、2010

年調査までは健康票の 20歳未満の者への質

問項目に喫煙に関する質問が含まれており、

15～19 歳の喫煙行動として把握されていた

[2]。2013 年調査以降は、喫煙は 20 歳以上

の者への質問となり、18～19 歳の喫煙は含

まれていない。同調査において、飲酒に関す

る質問は 2013 年調査以降の調査で 20 歳以

上の者を対象に尋ねられており、18～19 歳

の飲酒行動は把握されていない。 

近年「中学生・高校生の飲酒者の割合」は

低値となってきたが、20 歳以上の者の「生

活習慣病（ＮＣＤｓ）のリスクを高める量を

飲酒している者」の割合は高く、20 歳前後

は飲酒行動の開始や習慣化につながる時期

となっている可能性がある[3]。そのため、

20 歳以上の者の飲酒対策を進める上でも、

高校卒業後から 20 歳を迎えるまでに加え、

20代前半の時期を含めた、18～24歳の飲酒

行動の実態を把握することは重要であると

考えられる。 

本研究では、18～20 歳を対象に含む既存

調査を用いて、18～24 歳の年齢別飲酒行動

を記述することを目的に実施した。本研究

で得られた結果は、令和 7 年度中高生全国

調査の結果と合わせて、20 歳未満の年齢別

の飲酒率の評価に活用する。 

 

Ｂ．研究方法 

2019年に実施された、娯楽と生活習慣に

関する調査（2019 年 4月実施、18～24歳対

象、訪問面接調査）のデータを用いて本研究

を実施した。 

本調査は、訓練された調査員が、構造化さ

れた質問票を用いて尋ねる、訪問面接調査

であった。層化二段無作為抽出法により、10

政令指定都市（札幌市、仙台市、さいたま市、

千葉市、横浜市、川崎市、相模原市、名古屋

市、大阪市、福岡市）と東京 23区の 220地

域の住民基本台帳から抽出された 18～24歳

5,500人に回答を依頼し、１,775人（32.2%）

の回答が得られたものである。 

本研究で用いた調査項目と飲酒指標は以

下である。 

飲酒頻度と飲酒量 

飲酒頻度を質問し、過去 1 年間に飲酒し

た者に、調査員が普段の飲酒機会に飲むお

酒の種類と量を、以下の酒類の種類ごとに 1

項目ずつ尋ねた： (1)ビール、発泡酒、(2)

日本酒、(3)焼酎、(4)チューハイ、(5)カク

テル、(6)ワイン、(7)ウイスキー、(8)その

他（梅酒など）。その後、酒の種類ごとに飲

酒量を計算し、普段の飲酒機会の総飲酒量

を算出した。 

過去 1年間飲酒 

飲酒頻度の質問で、「過去１年間は飲酒し

ていない」と回答した場合以外を過去 1 年

間飲酒と定義した。 

一時多量飲酒（Heavy episodic drinking：

HED） 

「30 日以内に、60g 以上の純アルコール

に相当するアルコールを飲酒しましたか？」

の質問に、「はい」と回答した場合を一時多

量飲酒と定義した。 

生活習慣病のリスクを高める量の飲酒（以

下、リスク飲酒） 

国民健康栄養調査では、“「生活習慣病の

リスクを高める量を飲酒している者」とは、

１日当たりの純アルコール摂取量が男性で

40g以上、女性 20g以上の者”とし、以下の

方法で算出。 ①男性：「毎日×２合以上」

＋「週５～６日×２合以上」＋「週３～４日

×３合以上」＋「週１～２日×５合以上」＋

「月１～３日×５合以上」 ②女性：「毎日

×１合以上」＋「週５～６日×１合以上」＋

「週３～４日×１合以上」＋「週１～２日×

３合以上」＋「月１～３日×５合以上」”と

されており、飲酒頻度と飲酒量を用いて同

様の方法でリスク飲酒を定義した。 

統計解析 

過去 1年間飲酒、一時多量飲酒、リスク飲

酒の割合を性・年齢群別に算出した。年齢の

傾向は、コクラン・アーミテージ傾向検定を

行った。統計解析は、IBM SPSS Statistics 



for Windows、バージョン 28.0（IBM Corp.、

Armonk、NY）を用いて行った。各年齢におけ

る、各指標の男女の割合の差は、χ2 検定、

Fisherの正確確率検定を行った。 

（倫理面への配慮） 

娯楽と生活習慣に関する調査では、調査

員は、調査の目的、調査内容、個人情報保護

対策について、参加希望者に口頭で説明し

た。参加に同意した個人は、調査員とともに

調査票に記入する前に、書面によるインフ

ォームド・コンセントを行った。調査は無記

名式で実施され、年齢によっては違法とな

りえる項目については「答えたくない」とい

う選択肢を設け、答えたくなければ答えな

くて済むよう配慮された。データ収集は

2019 年 4 月から 5 月にかけて行われた。娯

楽と生活習慣に関する調査は、国立病院機

構久里浜医療センターの倫理委員会（承認

番号：338）で承認後に実施された。 

 

Ｃ．研究結果 

本研究で用いた全ての飲酒の質問に回答

した 1,743人のデータを解析対象とした。 

表 1に 18～24歳の性別、年齢別の各飲酒

指標割の割合を示した。18 歳における各指

標の割合は、過去 1年飲酒 11.1%（男 14.2%、

女 7.6%）、一時多量飲酒 0.4%（男 0.7%、女

0.0%）、リスク飲酒 0.4%（男 0.7%、女 0.0%）

と最も低く、19 歳の割合が過去 1 年飲酒

23.2%（男 25.4%、女 20.9%）、一時多量飲酒

2.5%（男 2.4%、女 2.6%）、リスク飲酒 1.2%

（男 1.6%、女 0.9%）と次いで低かった。コ

クラン・アーミテージ傾向性検定は全ての

指標で p<0.001 となり、年齢が高くなるに

つれて過去 1年飲酒、一時多量飲酒、リスク

飲酒の割合が有意に上昇する傾向が認めら

れた。各年齢における男女の割合を比較し

たところ、過去 1 年飲酒とリスク飲酒は 18

～24 歳のどの年齢階級でも有意差は認めな

かった。一時多量飲酒は 18歳、19歳は男女

間の有意差を認めず、20 歳、21 歳、22 歳、

23歳、24歳は男性の割合が有意に高かった。 

 

Ｄ．考察 

 本研究は、2019 年に実施された、娯楽と

生活習慣に関する調査の既存データを用い

て 18～24 歳の年齢別飲酒行動を記述した。

本研究で用いた既存データの強みは、既報

と比較すると、18～19 歳を含むデータであ

ること、大都市に限定されるが関東に限定

されない全国データであること、大学生の

みでなく就労者も含むデータであること、

である[4-5]。 

一時多量飲酒、リスク飲酒は 18歳、19歳

の飲酒者は 5%に満たない値であるが、過去

1年飲酒は、18歳で 10%、19歳で 20%を超え

ており、高校卒業後 20歳を超えるまでの期

間に飲酒をする機会があると考えられた。

高校の卒業前、大学や専門学校等各種学校

の入学後、職場への入職後、といった機会に、

「一時多量飲酒の死亡にいたる危険性」、

「飲酒ガイドラインを踏まえた 20歳以降の

飲酒行動」といった内容を含む、20 歳未満

での飲酒防止教育、情報提供が望まれる。 

高校卒業後から 20歳を迎えるまでの者の

飲酒行動を、今後どのように把握していく

かについては、課題が残る。実施しやすい方

法案の１つは、各種学校や職場の健康診断

の場の活用である。現在職域で行われてい

る喫煙及び飲酒に関する問診を高校卒業後

の進学先の学校でも導入し、学校と職域双

方のデータを統合すれば、全国の高校卒業

後から 20歳を迎えるまでの者、加えて 20～

24歳の情報も収集できる。20歳前後の喫煙

及び飲酒状況を把握し、対策を講じていく

ことは、一次予防、二次予防の観点から、将

来の NCDｓ低減にもつながり、重要であると

考えられる。 

 

Ｅ．結論 

 2019 年に実施された、娯楽と生活習慣に

関する調査の既存データを用いて 18～24歳

の年齢別飲酒行動を記述した。その結果、一

時多量飲酒、リスク飲酒は 18歳、19歳の飲

酒者は 5%に満たない値であるが、過去 1 年

飲酒は、18 歳で 10%、19 歳で 20%を超えて



おり、高校卒業後 20歳を超えるまでの期間

に飲酒をする機会があると考えられた。高

校の卒業前、大学や専門学校等各種学校の

入学後、職場への入職後、といった機会に、

20 歳未満での飲酒防止教育、情報提供が望

まれる。 
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表1 ．18～24歳の性別、年齢別、各飲酒指標の割合

18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳 18歳 19歳 20歳 21歳 22歳 23歳 24歳
参加者総数 279 241 261 249 225 222 266 148 126 135 142 109 106 114 131 115 126 107 116 116 152

割合(%) 11.1 23.2 88.9 93.2 93.8 93.7 89.8 14.2 25.4 89.6 95.1 92.7 93.4 90.4 7.6 20.9 88.1 90.7 94.8 94 89.5
95%CI (7.4, 14.8)(17.9, 28.6)(85.1, 92.7)(90.0, 96.3)(90.6, 96.9)(90.5, 96.9)(86.2, 93.5) (8.6, 19.8)(17.8, 33.0)(84.5, 94.8)(91.5, 98.6)(87.8, 97.6)(88.7, 98.1)(84.9, 95.8) (3.1, 12.2)(13.4, 28.3)(82.4, 93.8)(85.1, 96.2)(90.8, 98.9)(89.6, 98.3)(84.6, 94.3)

χ²(1)a

p valuea

p valueb 0.082 0.406 0.693 0.171 0.501 0.862 0.815
割合(%) 0.4 2.5 17.2 26.5 29.8 28.4 30.5 0.7 2.4 23 32.4 36.7 36.8 38.6 0.0 2.6 11.1 18.7 23.3 20.7 24.3

95%CI (0.0, 1.1) (0.5, 4.5) (12.7, 21.8)(21.0, 32.0)(23.8, 35.8)(22.4, 34.3)(24.9, 36.0) (0.0, 2.0) (0.0, 5.0) (15.9, 30.1)(24.7, 40.1)(27.7, 45.8)(27.6, 46.0)(29.7, 47.5) (0.0, 0.0) (0.0, 5.5) (5.6, 16.6) (11.3, 26.1)(15.6, 31.0)(13.3, 28.1)(17.5, 31.2)
χ²(1)a

p valuea

p valueb 1.000 1.000 0.011 0.015 0.028 0.008 0.012
割合(%) 0.4 1.2 13.8 20.9 16 18.5 17.7 0.7 1.6 15.6 19 17.4 14.2 15.8 0 0.0 0.9 11.9 23.4 14.7 22.4 19.1

95%CI (0.0, 1.1) (0.0, 2.6) (9.6, 18.0) (15.8, 25.9)(11.2, 20.8)(13.4, 23.6)(13.1, 22.2) (0.0, 2.0) (0.0, 3.8) (9.4, 21.7) (12.6, 25.5)(10.3, 24.6) (7.5, 20.8) (9.1, 22.5) (0.0, 0.0) (0.0, 2.6) (6.2, 17.6) (15.3, 31.4) (8.2, 21.1) (14.8, 30.0)(12.8, 25.3)
χ²(1)a

p valuea

p valueb 0.346 0.616 0.393 0.403 0.570 0.113 0.486
a：χ²(1)、p valueはコクラン・アーミテージ傾向検定の結果を示した。
b：各年齢における、男女の割合の差の検定（χ2検定またはFisherの正確確率検定）の結果を示した。
95%CI=95% confidence interval

リスク
飲酒

66.1 24.8 41.1
<.001 <.001 <.001

一時多量
飲酒

142.4 99.4 54.3
<.001 <.001 <.001

男女計 男性 女性

過去1年
飲酒

631.1 306.6 327.1
<.001 <.001 <.001


